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安
積
百
三
十
周
年
と
安
積
桑
野
会

安
積
高
等
学
校
長

久
保
田
範
夫
（
八
十
八
期
）

時
は
半
年
前
に
遡
り
ま
す
。
春
め
く
陽
射
し
が
学
舎
に
降
り
注
ぐ
よ
う
に
な
り
、

安
積
野
の
大
地
に
も
少
し
ず
つ
躍
動
の
気
が
満
ち
て
き
た
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
、

安
積
高
校
第
百
二
十
七
期
生
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
私
は
、
卒
業

生
に
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

「
…
…
皆
さ
ん
は
、
三
年
前
の
三
月
十
一
日
、
中
学
校
卒
業
式
の
日
、
長
い
人
生
の

中
で
も
数
少
な
い
、
正
に
「
晴
れ
の
日
」
に
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
大
震
災
後

に
高
校
に
最
初
に
入
学
し
て
三
年
間
の
高
校
生
活
を
送
り
、
最
初
に
卒
業
す
る
と
い

う
、
謂
わ
ば
「
大
震
災
後
の
高
校
一
期
生
」
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
（
中
略
）

卒
業
生
諸
君
、
君
た
ち
は
安
積
高
校
創
立
百
二
十
七
年
目
に
入
学
、
同
期
生
と
共

に
、
百
二
十
八
年
、
百
二
十
九
年
と
安
積
の
時
間
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
安
積

で
、
場
所
・
時
間
や
言
葉
・
記
憶
を
共
に
し
、
勉
学
に
励
み
、
部
活
動
で
仲
間
の
大

切
さ
を
実
感
し
、
紫
旗
祭
で
ク
ラ
ス
が
一
つ
に
な
り
、
安
積
の
空
気
を
胸
一
杯
吸
い

込
み
、
「
安
積
」
と
い
う
学
校
文
化
を
三
年
間
共
有
し
て
き
ま
し
た
。
正
に
安
積
の

誇
り
・
プ
ラ
イ
ド
を
身
に
つ
け
た
の
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
お
互
い
の
こ
と
を
知
ら

な
く
て
も
、
過
ご
し
た
時
代
が
少
し
違
っ
て
い
て
も
、
安
積
と
い
う
文
化
を
「
同
じ
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く
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
安
積
を
母
校
と
す
る
人
と
人
と
を
結
び
つ
け
て
き
た
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
卒
業
後
も
更
に
多
く
の
人
々
と
出
会
い
、
関
わ
り
な
が
ら
生
き
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
う
か
、
奇
跡
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
出
会
い
・
巡
り
会

い
を
大
切
に
し
、
夢
の
実
現
を
目
指
し
て
、
常
に
謙
虚
で
誠
実
で
あ
る
こ
と
を
心
が

け
、
感
謝
の
気
持
ち
と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
…
…
」

こ
の
最
後
の
部
分
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
全
国
各
地
の
安
積
桑
野
会
の
先
輩
方
を

念
頭
に
置
い
て
の
も
の
で
す
。
昨
年
の
母
校
着
任
以
来
、
早
く
も
１
年
と
５
か
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
卒
業
後
も
続
く
安
積
の
大
き
く
強
い
輪
の
存
在
、
安

積
の
絆
を
様
々
な
場
面
で
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

安
積
を
卒
業
し
て
間
も
な
い
大
学
生
諸
君
が
、
難
関
大
学
研
究
会
等
で
後
輩
達
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
と
い
う
こ
と
は
他
の
高
校
で
も
あ
る
こ
と
で
す
が
、
同
窓
会

組
織
で
あ
る｢

安
積
桑
野
会｣

の
各
支
部
の
活
動
が
活
発
な
こ
と
は
、
他
校
で
は
、
と

い
う
よ
り
全
国
で
も
あ
ま
り
例
を
見
な
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
校
長
就
任
一

年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
都
合
が
つ
く
限
り
出
席
す
る
よ
う
努
め
、
五
月
か
ら
十

月
に
か
け
て
の
土
曜
日
の
夕
方
、
仙
台
、
宇
都
宮
、
関
西
（
昨
年
は
京
都
開
催
）
、

福
島
県
庁
、
二
本
松
、
郡
山
市
役
所
、
須
賀
川
、
石
川
の
各
支
部
総
会
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
昨
年
行
け
な
か
っ
た
盛
岡
、
東
京
、
福
島
（
県
庁
桑
野
会
と
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は
別
）
の
各
支
部
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
、
青
森
、
本
宮
、
安
積
町
、

湖
南
、
猪
苗
代
、
三
春
、
矢
吹
、
い
わ
き
、
白
河
、
香
港
・
華
南
の
支
部
が
現
在
あ

り
ま
す
。

他
校
で
も
県
内
外
に
同
窓
会
組
織
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
活
動
し
て
い
な
い
の

が
現
状
と
聞
い
て
お
り
、
一
方
、
安
積
桑
野
会
は
、
総
会
の
開
催
だ
け
で
は
な
く
、

昨
年
度
発
足
し
た｢

関
西
桑
野
会
学
生
会｣

の
よ
う
に
、
現
役
の
大
学
生
を
支
援
し
た

り
交
流
・
親
睦
を
図
る
組
織
が
あ
る
な
ど
活
動
が
と
て
も
盛
ん
で
、
し
か
も
母
校
安

積
へ
の
熱
い
思
い
を
持
っ
た
先
輩
方
が
実
に
大
勢
い
て
、
安
積
の
絆
を
益
々
強
く
し
、

ま
た
、
安
積
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
安
積
の
同
窓
生
に
と

っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
改
め
て
書
く
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
他
校
の
校
長
さ
ん
達
は
安
積
桑
野
会
の
現
状
を
聞
く
と
、
皆
一
様
に
驚
く

べ
き
こ
と
と
捉
え
て
お
り
、
今
回
敢
え
て
記
し
た
次
第
で
す
。

今
年
度
は
創
立
百
三
十
周
年
、
桑
野
の
現
在
地
に
移
っ
て
か
ら
数
え
て
も
百
二
十

五
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
昨
年
十
月
に
仮
オ
ー
プ
ン
し
た
安

積
歴
史
博
物
館
（
私
は
つ
い｢

旧
本
館｣

と
言
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
）
も
完
全
復
活

の
予
定
で
す
。
ち
な
み
に
、
同
窓
会
の
歴
史
を
紐
解
く
と
旧
制
中
学
時
代
の
明
治
二

十
五
年
九
月
に
同
窓
会
が
設
立
さ
れ
、
二
十
七
年
に
は
東
京
支
部
、
三
十
四
年
に
は

仙
台
支
部
が
活
動
を
始
め
て
お
り
、
昭
和
二
十
三
年
の
新
制
「
安
積
高
等
学
校
」
誕
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生
の
翌
年
に
は
「
安
積
桑
野
会
」
が
生
ま
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
明
治
か
ら

数
え
る
と
百
二
十
二
年
に
な
る
の
で
す
（
！
！
）
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
巡
り
合
わ
せ
が
良
い
の
か
悪
い
の
か
、
私
は
学
校
の
周
年

行
事
に
縁
が
あ
る
よ
う
で
す
。
昭
和
五
十
五
年
、
新
採
用
一
年
目
の
只
見
高
校
で
は
、

何
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
を
経
験
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
安
積
御
舘
校
で
は
、
五
十
周
年
の
前
年
に
教
務
主
任
と
し
て
務
め
、
平
成
十

年
の
五
十
周
年
記
念
式
典
に
は
県
教
育
庁
総
務
課
企
画
班
の
管
理
主
事
と
し
て
、
当

時
の
杉
原
陸
夫
教
育
長
の
随
行
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
白
河
旭
（
旧
白
河
女
子
）

高
校
で
は
、
教
頭
と
し
て
九
十
周
年
直
前
の
二
年
間
準
備
に
当
た
り
ま
し
た
。
母
校

安
積
に
関
し
て
は
、
九
十
周
年
を
三
年
生
の
生
徒
と
し
て
、
百
十
周
年
を
教
諭
と
し

て
、
そ
し
て
百
三
十
周
年
を
校
長
と
し
て
、
不
思
議
な
こ
と
に
ち
ょ
う
ど
二
十
年
刻

み
で
大
き
な
周
年
行
事
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
だ
と
、
私
が
生

き
て
い
れ
ば
で
す
が
、
七
十
七
歳
の
年
に
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

何
ら
か
の
形
で
関
わ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
そ
の
願

い
は
叶
う
の
か
…
…
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
十
年
後
は
お
ろ
か
十
年
後
を
予
測
す
る
の
も
困
難
な
時
代
で

は
あ
り
ま
す
が
、
不
思
議
と
安
積
高
校
に
関
し
て
は
、
二
十
年
後
・
五
十
年
後
の

「
安
積
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
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